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１．組織の概要

株式会社　天將土木

代表取締役　　近澤　宏昌

： 〒781-1161　高知県土佐市宇佐町宇佐2839番地の5

： 〒787-0311　高知県土佐清水市グリーンハイツ25-15

： 〒781-1161　高知県土佐市宇佐町宇佐2835-5

企画営業部　次長　澤本　貴彦

企画営業部　次長　澤本　貴彦

① ：

:

:

: 土木工事業　　　とび・土工工事業　　　　石工事業

鋼構造物工事業　　　舗装工事業　　　しゅんせつ工事業

塗装工事業　　造園工事業　　水道施設工事業　　解体工事業

② （自社施工分を対象とし、保管や積替はありません。）

:

: 平成30年4月4日（更新許可）　　（新規許可：平成20年3月19日）

:

:

: 2.75ｔユニック車(１台）、4ｔダンプトラック（１台）、3ｔダンプトラック（2台）、

2ｔダンプトラック（１台）、軽四トラック（2台）

運 搬 車 両

P.1

取 り 扱 い 品 目

繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶

磁器くず(石綿含有産業廃棄物を除く）、がれき類(石綿含有産業

廃棄物を除く）

以上8種類

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く）、紙くず、木くず、

許 可 年 月 日

高知県許可番号 第03900141592号

有 効 年 月 日 令和5年3月18日

【 事 業 所 名 】

【 代 表 者 氏 名 】

【 所 在 地 】

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

本 社

土佐清水支店

資 材 倉 庫

環境管理責任者氏名

088-856-1136

088-856-3381

tensho-07@fork.ocn.ne.jp

連 絡 先 担 当 者

連 絡 先

建 設 業 許 可

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ：

Ｆ Ａ Ｘ ：

Ｔ Ｅ Ｌ ：

建 設 業 一般建設土木業

【事業活動の内容についての簡単な記述】

産業廃棄物収集運搬業

許 可 番 号

許 可 年 月 日

建 設 業 の 種 類

高知県知事（特-4）第001477号

令和4年7月25日



:

: 2,000万円

: 47,339万円（令和3年度：税込）

: 5月　～　4月

:

: 100.29ｍ2

: 337.56ｍ2

: 511.58ｍ2

: 336.90ｍ2

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

株式会社天將土木　本社、資材倉庫

※土佐清水支店は、令和5年4月を目処に活動対象に入れます。（令和4年度）

（活動対象外）

【決算時期】

5月～4月

【レポートの対象期間】

令和3年5月　～　令和4年4月、12ヶ月間

【環境活動レポートの発行日】

令和4年8月31日

（次回発行予定日：令和5年8月頃）

【作成責任者】

環境管理責任者　　澤本　貴彦

総務・営業部 工務部

P.2

事業所延べ床面積

資材倉庫敷地面積

資材倉庫延べ床面積

（活動対象範囲）

本　　社

土佐清水支店

「事業実態及びエコアクション21の取り組み
実績がない為、対象外とする。」

事 業 所 敷 地 面 積

【 事 業 規 模 】

設 立 年 月 日 昭和48年7月1日

資 本 金

売 上 高

事 業 年 度

従 業 員 数 15名（令和4年4月末　現在）
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P.3

株 式 会 社   天 將 土 木

環 境 方 針

基本理念

  株式会社天將土木は、建設工事の事業活動において、自然環境の保全並びに環境に配
慮した施工、工法等に取り組むとともに、環境への負荷を低減・改善することで「安全・安心
な環境づくり」を推進してまいります。
○また、海中の環境改善にも取り組んでまいります。

株式会社 天將土木

行動指針

環境に関連する法令を遵守します。

環境マネジメントの構築・運用により環境負荷の低減に努めます。

○本社所在地が宇佐漁港に面しており、当社は創業時より漁港の発展とともに歩んでまいり
ました。
○近年宇佐漁港区域内では、地球温暖化の起因の一つと言われている海中二酸化炭素並
びに富栄養化の原因物質であるリン及び窒素を吸収するなどの効果・作用のある海洋環境
が悪化し、磯焼けが発生しております。
○その磯焼け対策を研究機関とともに講じて、海洋環境の改善に取り組み二酸化炭素の抑
制や水質浄化に取り組んでおります。

代表取締役   近澤　宏昌

二酸化炭素排出量・廃棄物排出量・総排水量の削減に努めます。

環境に考慮し、グリーン購入を推進します。

海洋環境負荷低減に関する事に取り組んでまいります。

全従業員にこの環境方針を周知し、全社をあげて取り組んでまいります。

環境活動レポート等環境情報について外部公表いたします。

2015年11月14日



４．環境管理組織体制

代表取締役

近澤　宏昌

営業部次長

澤本　貴彦

事務局長

森田　初江

総務部長 工務部長 営業部次長

森田　初江 掛水　順 澤本　貴彦

問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

環境管理システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者

EA21に関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

EA21の実施及び管理に必要な資源を用意する。資源には、人的資源、

設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。

環境管理責任者を任命する。

環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

代表者による全体の評価と見直しを実施する。

エコアクション21　活動対象範囲

株式会社　天將土木
本　　　社

土佐清水支店

（活動対象外）

総務・営業部

EA21事務局

工　務　部

工事現場責任者

社　　長

環境管理責任者

環境管理責任者

EA21を構築し、実施し、管理する。

環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し、承認する。

法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

資材倉庫

P.4

「事業実態及びエコアク
ション21の取り組み実
績がない為、対象外と
する。」



5.環境目標

①.単年度目標（令和3年5月～令和4年4月、12ヶ月間)

※3

※3

主に紙類

※3

※1. 自然環境保全及び環境に配慮した工法の提案・施工や排ガス対策及び低騒音重機の使用です。

※2. 基準年度の平成27年度年間売上高は、386百万円です。

※3. 電力の二酸化炭素排出係数は、0.676kg-CO2/kWhを使用しています。

※4.

P.5

一般廃棄物削減のため、個人持込分(弁当、飲料水容器）は個人が持帰り処分する。

-5.0

-5.0

％

環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案

の作成。

「環境関連法規等の取りまとめ／遵守チェック表」原案の作成。　

環境目標原案の作成。

環境活動計画原案作成。

全従業員
環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

工事現場責任者

工事現場におけるEA21の実施。

工事現場に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況

の報告｡

工事現場における環境負荷低減活動の実施及び緊急事態対応。

環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

部門長

自部門におけるEA21の実施。

自部門における環境方針の周知。

自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況

の報告｡

特定された項目の手順書作成及び運用管理。

自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト

・訓練・記録。

役割・責任・権限

EA21事務局

環境管理責任者の事務局。

環境活動実績集計。

609

10,900 175,196

63 -5.038

産業廃棄物排出量（ｔ）

グリーン購入(件)

-5.0

-5.0

一般廃棄物排出量（kg） 0 0 5 5 ※4

-5.0

50,860

641

184,417

40

830

5

Ｈ27年　基準値

12ヵ月間

事務所

1,252

0

12,673

11,474

25

66

0

10

20,668

0 48,317

12,039

ガソリン使用量（Ｌ）

軽油使用量（Ｌ）

電力使用量（ｋＷｈ）

CO2排出量（ｋｇ－CO2）

用水使用量（ｍ3）

項　　　　　　目

総　量

28.2 453.9

R3年度　目　標

R3年5月～R4年4月

12ヵ月間

0 789

全件 全件

477.8

H27年5月～H28年4月

事務所 現　場

1,189

29.7

現　場

21,756

売上高百
万円当り

4 5

環境負荷の少ない工事実績（件）※1 0 27 - 全件

0 2.042.150

海中環境改善活動（件）

ＣＯ2発生量（kｇ－ＣＯ2/百万円）※2

廃棄物発生量（ｔ/百万円）※2

-5.0

-5.0



②.中長期目標（実績数値及び目標数値は、事務所及び現場の年間合計値です。）

※3

※3

※4

※3

※1. 自然環境保全及び環境に配慮した工法の提案・施工や排ガス対策及び低騒音重機の使用です。

※2. 基準年度の平成27年度年間売上高は、386百万円です。

※3. 電力の二酸化炭素排出係数は、0.676kg-CO2/kWh（四国電力H28年公表分）を使用しています。

※4.

注： 紙類の取扱いについて

反古紙等は、裏紙使用とする。一般廃棄紙類は、基本的に地区小中学校の廃品回収に

協力提供する。機密文書は、シュレッダー等裁断処理後リサイクル業者にて処分する。

（今期処分なし）

　当社の近くには、四国八十八カ所の第36番札所「青龍寺」への遍路道として、

運航していた「龍ノ渡シ」という渡船場跡があります。

　宇佐大橋開通後に渡し船は姿を消してしまいましたが、弘法大師の足跡を残す

ために、地元住民や有志者によって碑が建立されました。

P.6

一般廃棄物削減のため、個人持込分(弁当、飲料水容器）は個人が持帰り処分する。

海中環境改善活動（件）

27

5

15 全件 全件

195,891

106

13,314

830

12,715 12,648

一般廃棄物排出量（kg）

Ｈ27年度

5月～4月

実　績

基準値

23,008

50,860

508

4 5

目　標

0

目　標 目　標 目　標

（-4.5％） （-5.0％） （-5.5％） （-6.0％）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

5月～4月 5月～4月 5月～4月 5月～4月

10

12,582 12,515

187,076 186,096 185,117 184,138

21,973 21,858 21,743 21,628

48,571 48,317 48,063 47,808

100 100

784 780

10 10 10

売上高百
万円当り

ＣＯ2発生量（kｇ－ＣＯ2/百万円）※2

産業廃棄物排出量（ｔ/百万円）※2 2.15 2.05 2.04

項　　　　　　目

総　量

ガソリン使用量（Ｌ）

軽油使用量（Ｌ）

電力使用量（kWh）

CO2排出量（ｋｇ－CO2）

用水使用量（ｍ3）

産業廃棄物排出量（ｔ）

グリーン購入(件)

環境負荷の少ない工事実績（件）※1

485 483

全件 全件

101 101

793 789

2.03 2.02

5 5

480 478

全件 全件

全件 全件

（当期）



６．環境活動計画 ： 令和3年5月　～　令和4年4月、12ヶ月間

当社の環境方針を目的として、環境活動の計画を策定しました。

①.事務所

②.現場-1(次項に続く）

※1. 現場作業車両の運行内容を打合せし、必要車両のみの運行を行います。

作業員の移動は、乗合を行い最低限の必要車両のみの運行を行います。

P.7

アイドリングストップ運動・タイヤの空気圧点検

〃

〃

〃

〃

〃

〃

各燃費を管理し、比較運用を行う

エアコン温度設定を過度に行わない
（冷房28℃（熱中症注意）、暖房20℃）

不必要な照明を消灯する

照明器具の定期清掃

消費電力を管理し、比較評価する

使用時には、こまめに蛇口を閉めて、不要
な垂れ流しをしない

使用量を管理し、削減目標と比較評価する

〃

〃

〃

〃

実施期間

〃

項　目

電力使用量削減

ＣＯ2排出量
削減

燃料使用量削減

個人の持込分（弁当・飲料水等）は、各個
人が持帰り処分する（事務所、現場共通）

エコマーク文具を優先して購入する

担当者

〃

森田　初江

活動内容

〃

不必要な照明を消灯する

担当者

〃

〃

〃

掛水　順

リサイクル製品の使用推進

アイドリングストップ運動・タイヤの空気圧点検

活動内容

計画性のある車両運用を行う　※1

ボランティア美化活動を行う

〃

〃

分別を徹底する

再利用を検討し、活用する

用水使用量削減
（排水量削減)

用水使用量削減
（排水量削減)

使用時には、こまめに蛇口を閉めて、不要
な垂れ流しをしない

一般廃棄物排出量の削減

グリーン購入

燃料使用量削減

電力使用量削減

ＣＯ2排出量
削減

長時間使用しない機器は、コンセントを抜く

一般廃棄物の適正処理を行う

項　目

地域貢献



②.現場-2（前項からの続き）

③.その他の活動

【地域貢献活動状況】

　施工現場周りや高知県土佐市宇佐町地区～新居地区をメインに県道や市道の道路清掃、

側溝や水路のしゅんせつ等の清掃美化活動に取り組んでいます。

　海岸や漁港施設の清掃作業にも取り組んでいます。

　地域防犯活動として、『児童見守り』を高知県建設業協会会員として行っております。

P.8

項　目 活動内容 担当者

食害生物の駆除

海藻類の定植

追跡状況調査・海岸清掃活動

近澤　宏昌

〃

〃

海中環境
改善活動

　宇佐漁港内の磯焼
け対策として、海藻
類の保護、海藻類の
定植を行い、海中環
境を改善する。（海
中CO2削減、富栄養
化原因物質の削減）

県道須崎仁ノ線、土佐市新居 土佐市宇佐町宇佐

道路清掃活動 漁港・海岸除草清掃活動

地域貢献

項　目 活動内容 担当者

〃

〃

環境負荷の少ない工事実績

分別を徹底する

再利用を検討し、活用する

産業廃棄物の適正処理を行う

再生砕石を使用する

再生合材を使用する

産業廃棄物処理

ボランティア美化活動を行う

工事では、環境に配慮した計画や、環境
対策を計画し実施する。（環境リスクの少な
い資材や工法を採用する。排ガス対策及
び低騒音型作業機械等を積極的に採用す
る。濁水等の沈殿またはろ過を行い、適正
に処理する。）

掛水　順

〃

〃

〃

〃



7．環境目標の実績 実施期間：令和3年5月　～　令和4年4月

環境負荷の実績（実施期間：12ヵ月間）

※1. 自然環境保全及び環境に配慮した工法の提案・施工や排ガス対策及び低騒音重機を使用した。

運搬搬出に使用する工事車両も許される条件下での大型車を運行し、運搬搬出回数を減らし地元（園芸地帯）への影響を減らした。

※2. 令和3年度売上高（R3年5月～R4年4月、12ヵ月間）、430百万円（税抜）（473百万円（税込））。

※3. 評価欄の％数値は、目標数値に対してのもので、ゼロ及びマイナス％表示分が目標達成。（達成：○、未達成：×）

※4. コピー用紙やファイル、トイレットペーパー等、再生材料使用品を購入した。

※5. 河川改修工事において、仮設動力電源を設置し、発電機燃料消費を抑えたことで排出量削減を達成した。

※6. 一般廃棄物は、「個人持込分(弁当、飲料水容器）は各個人が持帰り処分すること」を徹底し、ゴミゼロを達成した。（事務所、現場共通）

梱包資材等は、現場養生材として活用するために廃棄せず使用保管した。

産業廃棄物については、受注工事に改修・改良工事が多く、既存構造物取壊しにより搬出量が増えたため、目標未達成となった。

※7. 生育繁殖状況を確認し、藻場群落の形成に問題がないと判断したので、定植作業は見送った。

海岸清掃や漁港施設の清掃維持作業のボランティア活動を行った。

P.9

5

全件

-63%

○

2.30
+7%

×

現　場 評価欄
※3

※6

○

6
※4

○

24
全件

○

-57%

○

36
-5%

○

989
+25%

0

176.5

+7%

- ×

×

20,573
-57%

○

9,058
+1387%

×

×

×

現　場

20,668

48,317

609

175,196

38

789

199.4
-61%

○ ○

全件

- ○

○

- ×

×

- ○

評価欄
※3

合　算 評価欄
※3

全件

産業廃棄物発生量（ｔ/百万
円）※2

0.00 2.15 0.00
0%

2.30

売上高百万円
当り

ＣＯ2発生量（kg-CO2/百万円）
※2、※5

28.2 506.0 22.9
-21%

477.8

2.15

海中環境改善活動（件）※7 5件 7件
※7

○

環境負荷の少ない工事実績
（件）※1

- 全件 -
-

24

グリーン購入(件)※4 全件 全件 10
※4

16
※4

○ ○

一般廃棄物排出量（kg）※6 5 10 0
※6

0
※6

○

-3%

○ ○

産業廃棄物排出量（ｔ） 0 789 0
-

989
+25%

用水使用量（ｍ3）※5 63 101 62
-2%

98

ＣＯ2排出量（kｇ－CO2）※5 10,900 186,096 9,871
-9%

85,775
-54%

○ ○
75,904

-1%

○ ○

軽油使用量（Ｌ） 0 48,317 0
-

20,573
-57%

21,288
+3%

総　量

ガソリン使用量（Ｌ） 1,189 21,857 251
-89%

21,539

項　　　　　　目

R3年度　目標 R3年度　実績

R3年5月～R4年4月 R3年5月～R4年4月

12ヵ月間 12ヵ月間

事務所 合　算 事務所

電力使用量（kWh） 12,039 12,648 13,563
+13%

22,621
+78%



８．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

用水使用量削減
（排水量削減）

グリーン購入

産業廃棄物排出量削減

一般廃棄物排出量削減

P.10

節水を心がけ、漏水がないか定期的
に点検した。配管漏水がないか使用
量管理し、目視と合わせて点検した。
目標達成となった。

「個人持込分は個人処理（弁当、飲料
水容器）」の教育が徹底され、ゴミゼロ
達成した。再使用できない紙類は、前
期にリサイクル業者に持ち込み、後期
は少量であったので、貯めて次年度
分と合わせて再資源業者に持ち込む
ようにした。

現場や資材置場での分別を徹底し、
再利用材置場を整備した。破損型枠
をバラし、板材や端材の再利用が有
効的に行われた。

今期受注工事には、改修・改良工事
が多く既存構造物取壊し等により、排
出量が増大し目標は未達成であっ
た。

リサイクル製品の購入（コピー用紙や
ファイル等は、再生材料使用分を購入
した）

分別及び再利用を徹底して行った

継続する。
事務所目標未達成。

現場目標達成。
全体で目標達成。

適

継続する。

継続する。

現場電力使用量
削減未達成。

（但し、軽油使用量は削減
した）

適

適

不適

継続する。
受注工事内容により
排出量は変動する。

分別を徹底し、減量化。

継続する。

不適

実施期間：　R3年5月　～　R4年4月、12ヵ月間

評価項目 取組結果

継続する。
現場外注業者使用量が増
えたので目標未達成となっ
たが、全体での削減目標

を達成。

エコ10運動の教育を継続して行ない、
実施できた。消費量の削減目標をクリ
アした。（現場に適した燃費の良い車
両の運用や環境配慮工法で、軽油使
用量を削減した。） 適

ガソリン使用量は、現場使用量が外注
業者使用量が増えたので目標未達成
となったが、全体での削減目標を達成
した。

活動内容

ＣＯ2

排出量
削減

燃料使用量
削減

事務所では、エアコン使用箇所を工
務部と応接室に限定し、夏季使用量
の削減運動を継続した。

現場において、発電機使用による軽
油使用量削減のため、臨時電力を設
置し施工したので、使用量は増大した
が、CO２排出量削減に大きな成果を
残した。

電力使用量
削減



全工事適合重機使用

鋼管杭圧入工、護岸工ほか

築堤護岸工、水路工ほか

※　次年度については、本年度と同様の取組を実施する。

海岸及び漁港施設の清掃
活動を積極的に行ってい
く。

漁高潮第826-4-1号

活動内容 取組結果

宇佐漁港海岸（宇佐東部地区）高潮

P.11

【環境負荷の少ない工事実績】

低騒音・低排出ガス適合重機使用

発注者：高知県

河改（局）第6-1-10号

新堀川　河川改修工事

全工事適合重機使用

対策工事　

使用重機は、全ての工事で低騒音低
公害型を使用した。環境に配慮（騒音
対策、CO2排出量削減）し、環境負荷
の少ない工法を採用した。河川改修
工事では、車両運行管理についても
検討し、園芸地帯への影響を少なくす
るようにした。

環境負荷の少ない
工事実績

低騒音・低排出ガス適合重機使用

発注者：高知県

項目 評価

地 域 貢 献

海中環境改善活動

継続する。適

【環境負荷の少ない工事実績】

ボランティア美化活動を行う。 適 継続する。

適

藻場の育成状況が良好確認したので
定植を見送った。海岸・漁港施設の清
掃維持を管理者（県・市）と話し合いボ
ランティア活動を行う。



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

①　当社の環境関連法規等の遵守状況について

②　苦情・訴訟について

１０．代表者による全体の評価と見直しの結果

①

②

③

④

①

②

P.12

第８編　厚生
第７章　環境保全

土佐市環境美化条例
特定建設作業の実施の届出
（建設作業開始７日前までに市町村長に届
出）

遵守

を持ち越しとする。

発注工事の内容などに大きな変更が無いようなので、目標設定値の見直しは次年度以降に検討

河川改修工事では、水替工のために仮設電力を設置し、CO2排出量を削減した。

海中環境改善について、海岸及び漁港施設の清掃を増やすなど地元・管理者（県・市）と協調し

て取り組んでいる点を評価する。

遵守

遵守

遵守

工事がある場合に、あらかじめ所轄警察署へ
申請し、許可を受ける

海洋作業・海洋工事がある場合には、あらか
じめ海上保安部に届出する
（高知港に準じる）

特定建設作業の実施の届出
（建設作業開始７日前までに市町村長に届
出）

特定建設作業の実施の届出
（建設作業開始７日前までに市町村長に届
出）

遵守

法規名 適用条項

廃棄の処理及び清
掃に関する法律

港則法及び
海上交通安全法

第３条

第１２条

第１２条の三

第１２条の三

港則法第31・37条
の3

海上交通安全法第
30・31条

騒音規制法

振動規制法

道路交通法及び
道路法

道交法第77条
道路法第32条

第１４条

第１４条

遵守状況

マニフェスト交付状況報告書の作成及び高知
県知事への提出

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

において適正に処理

産業廃棄物の事業者の処理

産業廃棄物の委託契約

具体的内容

事業者の責務

遵守

遵守

遵守

遵守

　今期（令和3年5月1日から令和4年4月30日）を含め過去3カ年間、環境関連法規等への違反、
訴訟及び外部からの苦情はありません。

【全体取組状況の評価】　　

【目標の見直しについて】

目標未達成の事項について、検討課題を整理し、令和4年度の改善につなげること。

設定目標値を達成出来なかった項目があるが、受注工事により結果が変化すること踏まえて取り

組み内容に大きな不備はないと考えられる。

高潮対策工事では、圧入式による鋼管杭を施工し、環境負荷の少なくした。

現在の取り組みに満足せず、より一層の数値削減に向けて、検討していく事。

事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

土佐市例規集



承認者 作成者 更新者

2022/7/30 2022/7/30 2022/7/30

実施事項

電気
使用容量削減

空調の適温化（夏季：28℃、冬季：20℃）
エアコンフィルター掃除
照明の適正化、スイッチの適正管理の徹底
クールビズ／ウォームビズによる省エネルギー化
長期離席時のパソコン電源OFF
人がいない場所の照明OFF
モニター、TVの明るさ低減
影響の少ない照明の常時消灯

3

ガス
使用量削減

電気製品と交換
不要な設備の撤去

3

ガソリン
使用量削減

アイドリングストップ
急発進、急加速や空吹かしの排除
駐停車中のエンジン停止
極力、公共交通機関、自転車の利用

3

使い捨て商品（紙コップ等）の使用・購入の禁止
リサイクル
持ち込みゴミゼロ活動 4

分別の実施
リサイクル 6

両面／縮小印刷
裏紙活用・必要書類以外の印刷禁止
社内電子文書活用し、用紙使用量削減 1

水道の元栓を絞る
節水呼びかけ 2

省エネ化ソフト及びハードの導入

10

0 0 5 0 0 3 4 1 1 0 1 3 6 4 4 0 0 32

凡例 地球・世界への影響が大きい取組

SDGsとの関連及び取組状況の確認

10．人や国
の不平等
をなくそう

国内およ
び国家間
の格差を
是正する

11．住み続
けられるま
ちづくりを

都市と人間
の居住地
を包摂的、
安全、強靭
かつ持続
可能にする

12．つくる
責任 つか
う責任

持続可能
な消費と生
産のパター
ンを確保す
る

13．気候変
動に具体
的な対策
を

気候変動と
その影響
に立ち向
かうため、
緊急対策
を取る

14．海の豊
かさを守ろ
う

海洋と海洋
資源を持
続可能な
開発に向
けて保全
し、持続可
能な形で
利用する

水道
使用量削減

環境配慮型製品の使
用

エコアクション関連取組状況

1．貧困を
なくそう

あらゆる場
所で、あら
ゆる形態の
貧困に終
止符を打
つ

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減

環境目標

一般廃棄物の
削減

産業廃棄物の
削減

コピー用紙
使用量削減

8．働きが
いも経済成
長も

すべての
人のための
持続的、包
摂的かつ
持続可能
な経済成
長、生産的
な完全雇
用および
ディーセン
ト・ワーク
（働きがい
のある人間
らしい仕
事）を推進
する

2．飢餓を
ゼロ

飢餓に終
止符を打
ち、食料の
安定確保と
栄養状態
の改善を
達成すると
ともに、持
続可能な
農業を推
進する

3．すべて
の人に健
康と福祉を

あらゆる年
齢のすべ
ての人々
の健康的
な生活を
確保し、福
祉を推進
する

4．質の高
い教育を
みんなに

すべての
人々に包
摂的かつ
公平で質
の高い教
育を提供
し、生涯学
習の機会
を促進する

5．ジェン
ダー平等
を実現しよ
う

ジェンダー
の平等を
達成し、す
べての女
性と女児の
エンパワー
メントを図
る

6．安全な
水とトイレ
を世界中
に

すべての
人に水と衛
生へのアク
セスと持続
可能な管
理を確保
する

7．エネル
ギーをみん
なに そし
てクリーン
に

すべての
人々に手
ごろで信頼
でき、持続
可能かつ
近代的な
エネ ル
ギーへのア
クセスを確
保する

15．陸の豊
かさも守ろ
う

陸上生態
系の保護、
回復およ
び持続可
能な利用
の推進、森
林の持続
可能な管
理、砂漠化
への対処、
土地劣化
の阻止およ
び逆転、な
らびに生物
多様性損
失の阻止
を図る

16．平和と
公正をす
べての人
に

持続可能
な開発に
向けて平
和で包摂
的な社会
を推進し、
すべての
人に司法
へのアクセ
スを提供す
るとともに、
あらゆるレ
ベルにお
いて効果
的で責任
ある包摂的
な制度を
構築する

17．パート
ナーシップ
で目標を
達成しよう

持続可能
な開発に
向けて実
施手段を
強化し、グ
ローバル・
パートナー
シップを活
性化する

地球・世界
に影響を
与えている
項目

9．産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

強靭なイン
フラを整備
し、包摂的
で持続可
能な産業
化を推進
するととも
に、技術革
新の拡大
を図る

澤
本

近
澤
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